
議
員

平
成
十
八
年
二
月
に

平
塚
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町

の
一
市
二
町
で
の
ご
み
処
理

広
域
化
の
実
施
に
向
け
た
基

本
方
針
を
確
認
す
る
た
め

「
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る

事
務
事
業
の
広
域
化
に
関
す

る
基
本
協
定
書
」
が
締
結
さ

れ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
八

年
九
月
に
な
っ
て
二
宮
町
が

こ
の
基
本
協
定
か
ら
の
脱
退

を
突
然
表
明
し
た
が
、
そ
の

理
由
を
聞
き
た
い
。

助
役

平
塚
市
や
大
磯
町
は

施
設
の
設
置
に
は
応
分
の
負

担
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
二
宮
町
は

ご
み
の
発
生
抑
制
や
資
源
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
新
た
な

施
設
の
建
設
は
不
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
平
塚
市
・
大
磯
町
と
二
宮

町
で
の
施
設
設
置
の
役
割
分

担
に
対
す
る
認
識
に
相
違
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

議
員

二
宮
町
に
設
置
予
定

で
あ
っ
た
、
可
燃
ご
み
を
積

み
替
え
る
「
中
継
施
設
」
や

生
ご
み
等
を
処
理
す
る
「
厨

芥
類
資
源
化
施
設
」
の
両
施

設
に
つ
い
て
、
設
置
に
対
す

る
考
え
を
伺
い
た
い
。

助
役

両
施
設
は
環
境
負
荷

の
低
減
や
資
源
化
の
推
進
等

の
点
か
ら
重
要
な
施
設
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
設

置
場
所
等
の
検
討
が
必
要
な

た
め
、
現
在
大
磯
町
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

議
員

本
市
に
設
置
予
定
の

余
熱
を
利
用
し
て
発
電
等
を

行
う
「
熱
回
収
施
設
」
は
、

中
継
施
設
と
厨
芥
類
資
源
化

施
設
を
設
置
し
な
く
て
も
国

か
ら
の
交
付
金
の
対
象
と
な

る
の
か
聞
き
た
い
。

助
役

個
々
の
施
設
が
対
象

と
な
る
た
め
、
中
継
施
設
や

厨
芥
類
資
源
化
施
設
等
を
設

置
し
な
く
て
も
国
か
ら
の
交

付
金
を
受
け
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

ご
み
処
理
広
域
化
の

基
本
協
定
か
ら
二
宮
町
が
脱

退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神

奈
川
県
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
」
に
基
づ
く
一
市
二
町
の

「
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
」
の
内
容
に
変
更
は
生
じ

る
の
か
伺
い
た
い
。

助
役

実
施
計
画
の
内
容
は

変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
内
容
を
基
に
平
塚
市
と
大

磯
町
と
の
一
市
一
町
に
よ
る

ご
み
処
理
広
域
化
を
進
め
て

い
き
た
い
。

議
員

ご
み
処
理
広
域
化
実

施
計
画
や
国
か
ら
の
交
付
金

を
受
け
る
た
め
の
「
循
環
型

社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
」

の
策
定
の
め
ど
を
聞
き
た
い
。

助
役

両
計
画
の
進
捗
状
況

に
は
遅
れ
が
出
て
い
る
が
、

当
初
の
予
定
で
あ
る
十
九
年

度
中
の
策
定
完
了
を
目
指
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員

ご
み
処
理
に
関
連
す

る
各
施
設
の
建
設
や
稼
働
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

助
役

ご
み
処
理
広
域
化
実

現
可
能
性
調
査
の
結
果
で
は
、

各
施
設
の
設
置
ま
で
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
し

て
い
な
い
。
し
か
し
最
重
要

施
設
で
あ
る
熱
回
収
施
設
に

つ
い
て
は
、
ご
み
処
理
広
域

化
実
施
計
画
等
の
整
備
後
に
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
施
設

の
設
計
・
施
工
等
を
行
い
、

建
設
完
了
ま
で
に
六
年
程
度

の
期
間
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

議
員

地
域
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
把
握

し
、
削
減
目
標
を
設
定
し
た

「
平
塚
市
環
境
基
本
計
画
」

の
改
訂
素
案
が
平
成
十
八
年

十
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
従

来
と
の
変
更
点
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

こ
れ
ま
で
は
短

期
展
望
事
業
か
ら
長
期
展
望

事
業
ま
で
多
く
の
事
業
を
掲

げ
て
き
た
が
、
よ
り
効
果
的

に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年
度

の
三
年
間
で
実
施
す
る
事
業

に
絞
っ
て
掲
げ
た
。

議
員

改
訂
基
本
計
画
で
は

事
業
の
進
行
管
理
や
課
題
の

検
討
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

担
当
課
の
自
己

評
価
に
加
え
、
庁
内
の
関
係

部
課
で
構
成
す
る
「
環
境
基

本
計
画
推
進
会
議
」
に
お
い

て
検
討
し
、
調
整
を
行
う
。

議
員

平
塚
市
は
昭
和
五
十

七
年
四
月
に
天
城
湯
ヶ
島
町

（
現
伊
豆
市
）
を
「
平
塚
市

市
民
休
養
の
郷
」
と
す
る
提

携
を
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
に
は
「
天
城

山
荘
」
を
開
設
し
、
平
塚
市

民
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
利

用
し
て
き
た
。
今
回
、
こ
の

天
城
山
荘
を
伊
豆
市
に
無
償

で
譲
渡
す
る
と
聞
く
が
、
そ

の
理
由
を
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

本
市
と
天
城
湯

ヶ
島
町
と
の
土
地
賃
貸
借
契

約
で
は
、
天
城
山
荘
の
転
借

や
売
買
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
建
物
を
撤
去
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
撤

去
費
用
が
高
額
と
な
る
こ
と

等
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

議
員

今
回
の
移
管
は
財
政

健
全
化
策
の
一
環
で
あ
り
、

天
城
山
荘
利
用
者
の
減
少
も

そ
の
理
由
だ
と
聞
く
が
、
経

費
の
削
減
は
ど
の
程
度
見
込

ま
れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

伊
豆
市
に
対
し
、

山
荘
や
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
管

理
委
託
料
と
し
て
年
額
一
〇

八
〇
万
円
、
ま
た
土
地
の
賃

貸
借
料
と
し
て
年
額
約
一
一

一
万
円
を
支
出
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
経
費
の
削
減
が
図
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
天
城
山
荘

は
設
置
後
二
〇
年
が
経
過
し

て
お
り
、
今
後
、
大
き
な
修

繕
が
必
要
に
な
る
と
想
定
さ

れ
る
が
、
移
管
に
よ
り
施
設

の
修
繕
費
は
不
要
と
な
る
。

議
員

天
城
山
荘
を
譲
渡
し

た
後
、
本
市
と
伊
豆
市
と
の

交
流
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
部
長

伊
豆
市
と
の
協

議
の
中
で
は
新
た
な
事
業
の

検
討
も
進
め
て
お
り
、
今
後

も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
。

議
員

平
塚
市
民
が
天
城
山

荘
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

優
先
予
約
や
利
用
料
金
の
割

引
な
ど
の
優
遇
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
こ

れ
ら
の
制
度
は
存
続
す
る
の

か
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

天
城
山
荘
を
含

め
、
伊
豆
市
内
の
宿
泊
施
設

や
公
共
施
設
の
利
用
割
引
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
、
細
部

に
わ
た
り
両
市
で
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

議
員

本
市
の
特
徴
は
、
�

市
街
地
が
平
坦
で
あ
る
こ
と

�
市
街
地
の
道
路
な
ど
都
市

基
盤
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

こ
と
�
鉄
道
の
駅
が
市
街
地

に
一
か
所
の
み
で
あ
る
こ
と
、

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
「
自
転
車
を

生
か
し
た
ま
ち
平
塚
」
を
目

指
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

新
平
塚
市
総
合

計
画
や
平
塚
市
環
境
基
本
計

画
等
に
関
連
事
業
を
位
置
付

け
、
ま
た
自
転
車
の
事
故
防

止
の
た
め
の
啓
発
事
業
等
を

推
進
し
て
き
た
。
自
転
車
利

用
に
適
し
た
本
市
の
環
境
を

十
分
に
生
か
す
た
め
に
も
、

他
の
交
通
手
段
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自
転

車
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

自
転
車
を
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
の
課
題
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

自
転
車
を
快
適

に
利
用
で
き
る
道
路
整
備
や

海
岸
線
の
自
転
車
道
整
備
、

市
内
の
駐
輪
場
整
備
等
の
促

進
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
・
県
を
は
じ
め
、
バ
ス
や

鉄
道
等
の
公
共
交
通
機
関
の

事
業
者
や
市
民
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
総
合
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

議
員

自
転
車
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

歩
行
者
や
自
動

車
と
の
調
和
を
図
り
、
自
転

車
を
安
全
か
つ
快
適
に
利
用

で
き
る
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
、
市
民
・

事
業
者
と
協
働
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
課
題
を
解
決
し
、

自
転
車
の
利
用
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

議
員

平
塚
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
は
契
約
に
関
す
る

知
的
・
精
神
障
害
者
や
高
齢

者
等
か
ら
の
相
談
が
増
加
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
具
体
的

な
相
談
内
容
を
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

一
例
と
し
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
ト
ラ
ブ

ル
で
は
、
無
料
点
検
を
実
施

す
る
「
点
検
商
法
」
に
始
ま

り
、
次
々
と
契
約
を
結
ば
さ

れ
て
、
高
額
な
料
金
を
請
求

さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

議
員

悪
質
な
業
者
に
狙
わ

れ
や
す
い
高
齢
者
等
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
関
係
各
部

が
連
携
し
て
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

市
民
部
長

契
約
ト
ラ
ブ
ル

以
外
に
生
活
面
で
の
援
助
が

必
要
な
場
合
は
「
保
健
福
祉

総
合
相
談
窓
口
」
を
、
金
銭

的
な
管
理
が
必
要
な
場
合
は

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
を
紹

介
し
て
い
る
。
今
後
は
相
談

窓
口
の
職
員
や
民
生
委
員
等

も
参
加
す
る
情
報
交
換
会
の

開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

多
重
債
務
者
か
ら
は

ど
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
部
長

利
息
制
限
法
で

定
め
る
上
限
金
利
と
、
出
資

法
で
定
め
る
上
限
金
利
と
の

差
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
金
利
が
ら
み
の
相

談
が
増
加
し
て
い
る
。

議
員

相
談
窓
口
の
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
多
重
債
務
者

が
相
談
を
受
け
や
す
い
環
境

を
整
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

多
重
債
務
者
向

け
の
相
談
窓
口
や
電
話
相
談

先
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
、
市
内
の
公
共
施
設

や
庁
内
の
相
談
窓
口
な
ど
に

配
置
し
て
い
く
。

議
員

新
た
に
策
定
す
る

「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
」
が
改
訂
素
案
に
組

み
込
ま
れ
た
が
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
に
向

け
た
具
体
的
な
目
標
値
を
聞

き
た
い
。

環
境
部
長

温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
の
九
八
％
を
占
め

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
、

本
市
で
は
二
十
三
年
度
ま
で

に
平
成
二
年
度
の
水
準
ま
で

削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員

二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
削
減
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

環
境
基
本
計
画

改
訂
素
案
に
組
み
込
ま
れ
た

「
市
民
・
事
業
者
環
境
行
動

指
針
」
を
実
践
す
る
な
ど
、

全
市
的
な
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
推
進
し
て
い
き
た
い
。

１
市
２
町
の
基
本
協
定
か
ら
二
宮
町
脱
退

施
設
設
置
・
国
か
ら
の
交
付
金
へ
の
影
響
問
う

ごみ処理
広 域 化

平平塚塚市市環環境境基基本本計計画画
改改訂訂素素案案をを公公表表

よよりり効効果果的的にに事事業業推推進進をを図図るる

第 ��� 号

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

本
市
の
取
り
組
み

実
施
計
画
等
の
策
定

１９
年
度
中
を
目
標

平塚市環境事業センター

設
置
後
２０
年
経
過
の
天
城
山
荘

利
用
者
減
少
等
で
伊
豆
市
に
無
償
譲
渡
へ

ひらつか議会だより

ひらつか天城山荘（伊豆市）

自
転
車
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
協
働
が
鍵
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庁内連携で被害防止を
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